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ぐ形で、2019 年 10 月 15 日に集落全戸に実施した、能、能舞台の活用、活性化に関する意識調
査の結果である。2020 年、学生が主体となる調査事業を発展させ、令和２年度佐渡市「域学連
携地域づくり応援事業」の「集落活性化調査研究 - 農・能イベント持続的発展のための協働と情
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調査票配布日：2019 年 10 月 15 日
配布対象：佐渡市羽茂小泊全世帯 80 戸
有効回答世帯数：59
　図１は回収された調査票のうち有効回答であった 59 世帯合計 161 名に占める家族構成員毎の
述べ人数を円グラフで表したものである。図１と対比し、年次変化を見るため、2013 年に調査
した集落 40 世帯合計 101 名の円グラフを図２に示した。円グラフのそれぞれの数値は延人数で
ある。
　2013 年の調査では回答世帯 40 戸の世帯当たりの平均家族人数は 2.53 人であったのに対し、
2019 年の調査では世帯当たり 2.73 人と若干増加している。
　この集落全体の累計家族構成人数にかかる比率では曾祖父母が 0.6%（2013 年は４%）、祖父母







　2013 年の同じ質問への回答では「希望する」が 42%、「希望しない」が 58% で希望しないが
上回っていた。2019 年の調査では無回答も選択肢に入れたので、直接比較はできないが、無回
答を「どちらでもない」の選択とすると、「希望する」が 18%、「希望しない」が 51% となり「希












































全体の 20% であった。一方どちらにも誇りを感じない世帯は全体の⅓である 33%、さらに「ど
ちらとも思わない」と回答した無関心層は全体の 24%、無回答は 27% であった。この結果から、
農産物あるいは能舞台のいずれか（両方も含む）に誇りを感じる世帯は全体の¼であり、残る¾
－ 143 －






















































































































Journal of Niigata University of International and Information Studies Faculty of Business and Informatics Vol.4 （2021）
３-４　集落活性化調査研究（2020）のまとめ













クに参加した２年次生５名を含む藤田晴啓ゼミナール学生 11 名の学生が 2021 年９月上旬に小
泊に滞在してワークショップを開催する予定である。
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